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町
行
政
懇
談
会

　
町
民
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

Ｑ
．
防
災
に
対
す
る
計
画
の
見
直

し
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
と
思

い
ま
す
が
、
計
画
は
い
つ
完
成
と

な
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
そ
の
都
度
見
直
し
を
行
い
、

本
年
度
も
改
正
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
．
避
難
施
設
が
町
内
各
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

災
害
時
に
使
え
る
備
品
類
の
対
応

等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
．
北
竜
町
で
は
平
成
25
年
に

「
北
竜
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策

定
し
、
以
後
備
蓄
品
の
購
入
を
計

画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
町

内
に
は
８
ヶ
所
の
避
難
所
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
備
蓄
品
を
避
難

所
に
配
備
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
に
早
急
に
対
応
出
来
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
各

町
内
会
に
「
自
主
防
災
組
織
」
を

立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
避
難
所

に
備
蓄
品
を
配
置
し
、
災
害
時
に

対
応
出
来
る
よ
う
に
、
向
こ
う
３

年
を
目
処
に
全
町
内
会
に
組
織
を

立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
計
画
で
あ

り
ま
す
。

Ｑ
．
大
雨
時
に
河
川
の
一
部
が
は

ん
濫
し
水
田
が
冠
水
し
て
し
ま
う

経
過
が
あ
り
、
引
き
続
き
補
修
対

応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
．
国･

道
河
川
は
早
急
な
対
応

が
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
予
算
要
求
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
で
は
「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
、
町
民
の
意
見
・
要
望
を
町
行

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
平
成
30
年
11
月
８
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
町
行
政
懇
談
会
・

町
民
対
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
10
回
開
催
し
、
１
８
１
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
過
疎
化
の
進
行
に
よ
り
人
口

が
減
少
に
あ
る
中
、
各
市
町
村
で

は
移
住
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
た

い
。

Ａ
．
本
町
の
移
住
対
策
は
、
広
報

ほ
く
り
ゅ
う
６
月
号
に
「
北
竜
町

の
支
援
制
度
」
と
し
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
中
古
住
宅

の
取
得
助
成
・
改
築
助
成
、
子
育

て
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
町
外
に

通
勤
さ
れ
る
町
内
在
住
者
に
対
す
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Ｑ
．
北
空
知
定
住
自
立
圏
構
想
の

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ
．
中
心
市
で
あ
る
深
川
市
と
４

町
（
妹
背
牛
・
秩
父
別
・
沼
田
・

北
竜
）が
相
互
に
役
割
を
分
担
し
、

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

圏
域
全
体
と
し
て
人
口
定
住
に
必

要
と
な
る
都
市
機
能
や
生
活
機
能

等
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

進
め
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
新
保
育
所
の
敷
地
内
に
整
備

さ
れ
る
公
園
の
利
用
対
象
範
囲
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
老
若

男
女
問
わ
ず
町
内
外
の
方
に
使
用

し
て
い
た
だ
け
る
公
園
と
し
て
整

備
す
る
予
定
で
あ
り
、
新
保
育
所

と
公
園
間
に
は
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
駐
車
場
を
含
め
安
全
面
を
考
慮

し
た
建
設
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
水
道
事
業
の
民
営
化
に
関
し

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
水
道
企
業
団
理
事
者
会
議
の

中
で
は
、
当
面
は
現
状
通
り
の
予

定
で
あ
り
、
民
営
化
を
進
め
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
保
健
師
さ
ん
の
勧
め
に
よ

り
、
ま
る
元
運
動
教
室
に
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
い

て
も
独
居
老
人
が
多
い
中
、
非
常

に
良
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
引
き
続
き
、
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
全
町
に
電
牧
柵
を
設
置
し
各

営
農
組
合
単
位
で
管
理
を
進
め
て

い
る
が
、
管
理
体
制
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
の
で
、

行
政
か
ら
も
各
営
農
組
合（
分
会
）

へ
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
．
引
き
続
き
、各
営
農
組
合
（
分

会
）
を
通
じ
適
正
な
管
理
運
営
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
．
今
年
度
の
高
齢
者
運
転
免
許

証
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
利

用
さ
れ
た
人
数
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
．
平
成
27
年
度
の
事
業
開
始
以

来
の
べ
45
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
平
成
30
年
度
に
つ
き
ま
し

て
は
10
名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
に
は
３
年
間
利

用
が
で
き
る
５
０
，
０
０
０
円
分

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成
基
金

に
つ
い
て
に
な
り
ま
す
が
、
原
資

を
取
り
崩
し
て
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お

伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
現
在
、
事
業
詳
細
の
見
直
し

を
含
め
ま
し
て
、
ひ
ま
わ
り
バ
ン

ク
育
成
基
金
幹
事
会
等
の
中
で
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
正
式

に
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
．
Ａ
コ
ー
プ
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

Ａ
．
現
在
、
検
討
中
で
あ
り
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
平
成
31
年
度
中
に
利
用
方
法
を

決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
良
き
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

佐野町長とのふれあいプロジェクト

２月の町長室開放デーは、１５日（金）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

る
通
勤
経
費
の
助
成
、
町
内
の
企

業
等
で
就
労
さ
れ
て
い
る
町
外
在

住
者
の
方
で
、
本
町
に
移
住
し
て

き
た
方
の
引
っ
越
し
費
用
を
助
成

す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。　

　

次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て

も
、
様
々
な
政
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
．
他
町
で
は
、
小
中
学
校
の
一

貫
教
育
を
進
め
て
い
る
町
も
あ
る

が
、児
童
数
が
減
少
し
て
い
く
中
、

そ
う
い
っ
た
考
え
が
あ
る
の
か
お

伺
い
し
た
い
。

Ａ
．
現
在
、
町
の
財
政
状
況
を
含

め
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、
費
用
や
建
設
場
所
な
ど
に
つ

い
て
、
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

回
答
を
参
考
に
検
討
し
総
合
計
画

に
反
映
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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　元北竜町長として、地方自治に尽力された山本孝司

氏（１０月２６日逝去・享年８３歳）に、このほど特

別（死亡）叙勲の旭日単光章が授与され、１２月１３

日にご家族の方へ叙勲の伝達が行われました。

　山本氏は平成３年から平成１１年までの２期８年間

にわたり、北竜町長として「あかるく住みよいまちづ

くり」のスローガンのもと、町民の先頭に立って町政

の進展、地方自治の振興に多大な貢献をされました。

　伝達式では佐野町長が口上を述べ、昌子夫人に勲記

と勲章が手渡されました。

※特別（死亡）叙勲は、公共のために貢献された各界の功労者のうち、春秋叙勲で勲章を授与される前に亡くなられた方に

授与されます。

故 山本孝司氏

旭日単光章の特別叙勲

　既存車両の老朽化に伴い、北竜消防団第２分団碧水

地区の消防ポンプ自動車が更新配備されました。

　旧車両は平成７年３月に配備されてから２３年余り

の永きにわたり災害現場等で活躍してきましたが、老

朽化が進んだことから、今回の更新となりました。

　１２月１９日には納車式が行われ、高橋副町長から

加藤団長にエンジンキーが手渡され、「これからも地

域住民の安心安全のためにご尽力を期待申し上げま

す」と激励の言葉が送られました。

北竜消防団第２分団碧水地区

の消防ポンプ自動車を更新

　北竜町商工会（藤井雅仁会長）の新年交礼会と優良

勤続者表彰式が１月１１日、会員・来賓約６０名の出

席のもと商業活性化施設ココワで行われました。

　藤井会長の挨拶に続いて優良勤続者表彰が行われ、

次の方々に表彰状が贈られました。　

北竜町商工会新年交礼会

並びに優良勤続者表彰式

（株）北創　　　　　　  宮脇 昭一   氏

 北竜段ボール（株）　　  佐々木 朋子 氏

■１５年

■１０年■４０年

■２０年 ■５年
 塩見建設（株） 　　     柳谷 猛 　　氏

 北竜段ボール（株）　　  沖野 敬一 　氏

（株）北竜振興公社  　  千葉 理紗子 氏 北竜町社会福祉協議会  三上 さよ子 氏

（株）北竜振興公社  　  板垣 千尋 　氏
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台湾台中市で北竜町物産展を開催

　１２月２２・２３日に台湾の裕毛屋２店で今年度

２回目となる北竜町物産展を開催しました。裕毛屋

は株式会社裕源が台湾で展開している、日本製品を

数多く取り扱うスーパーで、台中市の崇徳店と公益

店で北竜町の特産品販売とＰＲを実施しました。

　物産展には高橋副町長他３名が参加。ひまわりラ

イスや黒千石大豆・そば・燦燦ひまわり油の試食販

売や、またそれら食材を使用したお弁当やお総菜も

店頭に並び、多くの方に購入していただきました。

　安全安心な食材への関心が高く、多くの方に北竜

町の特産品に興味を持っていただくことができ、ま

た観光パンフレットを手渡すとひまわりの里にも興

味を持っていただけるなど、食と観光の両面で北竜

町の魅力をＰＲすることができました。

　この度、前北竜町副町長 竹内範行氏が北海道社会

貢献賞（自治功労賞）を受賞されました。

　竹内氏は昭和５３年に北竜町役場に奉職され、産業

課長、農業委員会事務局長等を務められたのち、平成

２０年に教育長、平成２４年には副町長に就任される

など、多年にわたり地方自治の振興発展に貢献してこ

られました。１２月２０日には佐野町長からサンフラ

ワーパーク北竜温泉にて表彰状が伝達されました。

竹内範行氏

北海道社会貢献賞受賞
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　１２月１５日、北竜町体育協会（澤田正人会長）主

催の第４１回北竜町６人制バレーボール大会が、改善

センターで開催されました。男女ともに、それぞれ７

チームが出場し、優勝を目指して熱戦が繰り広げられ

ました。

第４１回北竜町

６人制バレーボール大会

優　勝　北竜町役場
準優勝　ほろかない
第３位　Ｔ

優　勝　深川西
準優勝　北竜中学校バレーボール部
第３位　北竜ドラゴンキッズ

男
子

女
子

左：北竜町役場チーム 右：深川西チーム

　１２月２０日、北竜中学校において北竜消防署員を

講師に招き、２・３年生２２名を対象に救命講習の授

業が行われました。

　応急手当の知識と技能を身につけるため、心肺蘇生

法等についての講義を受け、その後実技を通じて、心

臓マッサージや人工呼吸・ＡＥＤの使い方を学習。生

徒からは「いざというときには、学んだことを生かし

たいと思います」との声が聞かれました。

北竜中学校２・３年生に

救命講習の授業

　和本町町内会の山本昌子さんが１２月１３日に町長

室を訪れ、ご主人の 故 山本孝司氏が旭日単光章を受

章されたことを受け、これまでお世話になった北竜町

への感謝を込めて町に１００万円を寄付されました。

　佐野町長が受け取り、地方自治発展のために大切に

使わせていただきますと、お礼を述べられました。

山本昌子さんから

町に１００万円の寄付

　１月８日、北竜消防庁舎前にて平成３１年北竜消防

出初式が行われ、佐野町長による年頭の言葉、須見消

防長からの訓示、観閲の後、和市街の国道２７５号に

て消防団員らによる分列行進が実施されました。

　その後、公民館に場所を移し、第１分団への竿頭綬

表彰、団員への永年勤続等の表彰が行われました。

平成３１年

北竜消防出初式
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投票日　２月２８日(木）
　　　投票時間　午前７時から午後６時まで
　　　投 票 所　北竜町公民館講堂
　　　開票時間　午後７時から
　　　開票場所　北竜町公民館大ホール（参観人～先着５０人)

■投票できる方
　　北竜町で投票できる方は、次の基準により北竜町選挙人名簿に登録されている方です。

　　・平成１３年３月１日以前に生まれた方（ただし、満１８歳に達するまでは、期日前投票はできません）

　　・平成３０年１１月２２日以前に転入され、引き続き３ヶ月以上在住の方

■期日前投票及び不在者投票
　　投票日に投票所に行けない方は、期日前投票又は不在者投票ができます。

　　手続きは入場券を持参され、所定の用紙に住所、氏名を記入し、該当項目を○印するだけです。また、

　入院等で投票所に行けない方は不在者投票が出来ますので選挙管理委員会へお問い合わせください。

　　　■期日前投票　　２月２４日(日)から２月２７日(水)まで

　　　　　　　　　　　時間　午前８時３０分～午後８時

　　　　　　　　　　　場所　すこやかセンター　１階　介護相談室

　　　■不在者投票　　２月２４日(日)から２月２７日(水)まで《必着》

■投票者送迎バス運行
　　美葉牛・碧水方面に、下記のとおり投票所までの無料送迎バスを運行いたします。

北竜町議会議員選挙
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議会広報委員会Ｎｏ．３３２

藤
井
議
員

災
害
時
の
収
容
避
難
場
所
の
設
備

及
び
避
難
者
の
対
応
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

今
年
、
９
月
６
日
の
地
震
に
よ

る
災
害
に
お
い
て
、
停
電
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
た
訳
だ
が
、
個
人

で
発
電
機
を
所
有
し
て
い
る
方
が

非
常
時
対
応
し
て
い
る
の
を
確
認

し
た
。
町
の
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
非
常
電
源
の
確
保
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
確
認
し
た

い
。
ま
た
、
非
常
電
源
の
確
保
が

無
け
れ
ば
、
今
後
、
設
置
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
９
月
の
地

震
は
ま
だ
、
暖
か
い
時
期
で
あ
っ

た
が
、町
民
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

避
難
所
が
良
い
環
境
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

次
に
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
だ
が
、
８
ヵ
所
の
収
容
避
難

所
が
あ
る
と
思
う
が
、
受
け
入
れ

可
能
人
数
及
び
受
け
入
れ
時
の
食

料
、
飲
み
物
、
毛
布
、
移
動
車
両

等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

本
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、
北

海
道
全
域
で
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が

生
じ
た
。

　

北
竜
町
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

で
介
護
の
必
要
な
方
、
一
人
で
生

活
さ
れ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
へ
は
、
食
事
や
生
活
面
で
の
支

援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
緊
急
の
町

内
会
長
会
議
を
開
催
し
、
現
状
の

報
告
、
今
後
の
対
応
等
、
周
知
を

図
っ
た
。
そ
の
後
、
町
内
に
避
難

所
の
開
設
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

さ
て
、
北
竜
町
で
は
改
善
セ
ン

タ
ー
な
ど
８
ヵ
所
を
避
難
所
と
し

て
指
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
避
難

所
に
も
非
常
用
発
電
機
は
無
く
、

現
在
、
役
場
内
に
３
台
の
小
型
発

電
機
を
保
有
し
て
い
る
。
今
後
は

寒
冷
期
に
も
対
応
出
来
る
よ
う
整

備
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
移
動
手
段
に
お
い
て
も
、
そ

の
災
害
状
態
に
あ
わ
せ
て
対
応
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
食
料
、
水
等
の
備
蓄
品
は

町
全
体
と
し
て
避
難
者
２
０
０
人

の
３
日
分
備
蓄
を
進
め
て
い
る

が
、「
災
害
時
応
急
生
活
物
資
等

の
調
達
に
関
す
る
協
定
」
を
北
空

知
圏
振
興
協
議
会
で
事
業
者
と
締

結
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
活
用

し
て
参
る
。
各
家
庭
に
お
い
て
も

最
低
３
日
分
の
食
糧
の
確
保
を
お

願
い
し
て
お
り
、
今
回
の
停
電
時

に
は
発
電
機
等
を
活
用
し
、
ご
近

所
で
お
互
い
に
助
け
合
わ
れ
た
こ

と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
災
害
時

に
は
「
自
助
」「
共
助
」
が
大
切

で
あ
り
、町
で
は
全
町
内
会
に「
自

主
防
災
組
織
」
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
備

え
を
行
い
、
防
災
に
強
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え

る
。

中
村
総
務
課
長

　

避
難
所
の
収
容
人
数
は
町
内
８

ヶ
所
で
２
，
０
１
７
名
が
収
容
出

来
る
。
備
蓄
品
は
食
糧（
乾
パ
ン
・

ア
ル
フ
ァ
米
・
飲
料
水
外
）、
生

活
必
需
品
（
毛
布
、
防
災
マ
ッ
ト

外
）、
避
難
所
運
営
資
機
材
（
発

電
機
、
ス
ト
ー
ブ
外
）
万
全
で
は

な
い
が
、
今
後
見
直
し
を
進
め
て

整
備
し
て
参
る
。　
　
　
　
　
　

藤
井
議
員

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
だ

が
、
自
主
と
言
う
事
で
実
際
の
活

動
に
町
と
し
て
、
継
続
的
に
指
導

し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、
町

内
会
に
任
せ
た
形
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
９
月
の
災
害
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
冬
期
に
起
き
た
時
、
町

民
を
避
難
さ
せ
る
の
か
、
自
宅
待

機
な
の
か
。
そ
の
場
合
、
除
雪
車

の
燃
料
の
確
保
が
必
要
だ
が
、
燃

料
供
給
者
と
の
優
先
し
た
協
議
な

　

12
月
６
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定
例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら

３
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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ど
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

中
村
総
務
課
長

　

自
主
防
災
組
織
は
今
、
碧
水
町

内
会
、
桜
岡
町
内
会
で
立
ち
上
が

っ
て
い
る
。
避
難
訓
練
は
各
町
内

会
で
、
行
わ
れ
て
い
る
が
、
組
織

を
作
っ
て
、
災
害
時
の
意
識
、
啓

蒙
を
高
め
た
い
。
消
防
、
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
、
今
後
は
避
難
計

画
も
年
次
計
画
を
立
て
て
行
っ
て

い
き
た
い
。
今
年
は
４
町
内
会
で

説
明
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

続
木
会
計
管
理
者

　

燃
料
は
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
常
備

し
て
お
り
、
北
空
知
圏
の
協
定
で

救
急
用
の
設
備
に
お
い
て
は
優
先

的
に
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

小
坂
議
員

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

推
進
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

近
年
、
金
銭
決
済
時
の
キ
ャ
シ

ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て
報
道
を
よ
く

目
に
す
る
。
又
、
来
年
度
消
費
税

増
税
に
伴
う
影
響
緩
和
策
の
一
案

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
来

る
社
会
の
趨
勢
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

町
民
の
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
バ
ン
ド
需
要
を
満
た
す
に
は

必
須
条
件
で
あ
る
。
町
内
、
主
だ

っ
た
施
設
か
ら
先
行
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
理
事
者
の
考
え
を

伺
う
。

佐
野
町
長

　

本
年
４
月
に
国
が
策
定
し
た

「
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
い
て
、
国
内
で
の
キ
ャ
シ
ュ

レ
ス
決
済
比
率
が
諸
外
国
と
比
べ

て
普
及
促
進
が
進
ん
で
い
な
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
の
施
設
で
は
、
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
で
ホ
テ
ル

の
み
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
、
一

部
自
動
販
売
機
で
電
子
マ
ネ
ー
の

利
用
が
で
き
る
が
、
温
泉
売
店
、

コ
コ
ワ
、
み
の
り
っ
ち
、
観
光
セ

ン
タ
ー
で
は
現
金
の
み
の
対
応
と

な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
ひ
ま
わ
り
の
里
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、

過
去
に
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い

て
売
店
組
合
と
協
議
を
し
た
経
過

が
あ
る
が
、
設
備
投
資
や
手
数
料

な
ど
の
コ
ス
ト
増
が
営
業
に
負
担

を
か
け
る
と
の
懸
念
か
ら
現
状
で

は
必
要
な
い
と
の
認
識
で
、
コ
コ

ワ
、
み
の
り
っ
ち
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
キ

ャ
シ
ュ
レ
ス
化
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
理
解
を

深
め
、
検
討
す
る
機
会
を
設
け
、

意
識
の
醸
成
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
併

せ
て
国
、
道
な
ど
の
施
設
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

佐
光
議
員

地
域
公
務
員
と
し
て
の

役
割
に
つ
い
て

佐
光
議
員

　

人
口
減
と
少
子
高
齢
社
会
で
本

町
で
も
高
齢
化
率
43
％
を
超
え
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
50
％
を
も
超

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
中
で
役

場
職
員
は
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

さ
ら
に
地
域
公
務
員
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

１
．
地
域
担
当
職
員
と
し
て
、
地

域
の
課
題
等
町
と
の
パ
イ
プ
役

２
．
地
域
活
動
の
担
い
手
役
（
葬

儀
な
ど
）

３
．
文
化
連
盟
、
体
育
協
会
事
務

手
伝
い
、
イ
ベ
ン
ト
、
祭
り
な
ど

の
担
い
手
と
し
て
気
軽
に
出
役
出

来
る
体
制
作
り
（
内
容
に
よ
っ
て

は
勤
務
扱
い
、
代
休
な
ど
）

　

地
域
の
為
に
活
動
す
る
事
に
よ

っ
て
、
住
民
と
の
連
帯
感
が
生
ま

れ
、
更
に
は
町
お
こ
し
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

佐
野
町
長

　

１
点
目
の
地
域
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
現
在
は
町
内
会
長
が

任
務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
今
後
の
人
口
減
少
・
高
齢
社

会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
「
地
域

担
当
職
員
」
の
配
置
も
検
討
し
た

い
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
町
内
会

長
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
派
遣
要
領

に
基
づ
い
て
派
遣
し
て
参
り
た
い
。

　

次
に
文
化
連
盟
、
体
育
協
会
、

祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
役
は
、

現
在
も
認
め
て
お
り
、
内
容
な
ど

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
有
給
休
暇
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
代
休
、
義
務
免

除
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
の
中
で
役
場

職
員
は
貴
重
な
戦
力
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
職
務
に
支
障
の
な

い
可
能
な
範
囲
の
中
で
、
こ
れ
か

ら
も
出
役
、
手
伝
い
を
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
が
平

成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
大
都

市
は
企
業
や
人
が
集
ま
り
税
収
も

多
く
、
町
村
は
人
口
減
少
等
で
財

政
は
ど
こ
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
本
来
居
住

地
に
基
づ
き
納
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
所
得
税
や
住
民
税
を
、
希
望

す
る
故
郷
の
ふ
る
さ
と
へ
納
め
る

こ
と
で
都
市
か
ら
町
村
へ
と
税
の

移
動
が
行
わ
れ
れ
ば
、
と
の
考
え

か
ら
出
来
た
制
度
で
あ
る
。

　

地
方
の
税
金
で
義
務
教
育
を
受

け
た
人
が
大
学
を
出
て
、
今
は
都

会
で
就
職
し
た
が
、
お
世
話
に
な

っ
た
故
郷
へ
と
ふ
る
さ
と
納
税
を

す
る
。
ま
た
、
自
分
は
都
会
で
生

活
し
て
い
る
が
、
今
も
両
親
が
生

活
を
し
て
い
る
田
舎
に
ふ
る
さ
と

納
税
す
る
な
ど
。

　

納
税
す
る
こ
と
に
よ
り
都
市
部

の
住
民
に
地
方
の
現
状
や
、
ふ
る

さ
と
の
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
。
財
政
破
た
ん
し

た
夕
張
市
や
地
震
な
ど
で
災
害
を

受
け
た
町
に
関
心
が
高
ま
り
全
国

か
ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

最
近
は
税
収
の
減
少
に
悩
む
自

治
体
に
と
っ
て
税
収
の
奪
い
あ
い

が
起
こ
っ
て
お
り
、
寄
付
の
返
礼

に
豪
華
な
商
品
を
送
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
年
々
過
熱
気
味
と

な
っ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
返
礼

品
は
寄
付
額
の
３
割
以
下
と
し
、

地
場
産
品
と
す
る
基
準
、
こ
れ
を

守
ら
な
け
れ
ば
自
治
体
に
寄
付
し

て
も
住
民
税
の
控
除
は
受
け
ら
れ

な
く
な
る
。

　

北
竜
に
お
い
て
も
地
場
産
品
の

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
等
、
今
年
か
ら

は
３
割
と
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
３

億
円
以
上
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
今
後
の
推
移
が
気
に
か
か

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
本
剛
嗣
）

口座振替の申し込みはお早めに
４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

平成３１年の町内会長をお知らせします
碧水 山 本 光 也 板谷 藤 井 二 郎 和町 佐 光 勉

岩村 竹 林 均 西川 藤 井 光 男 和本町 藤 崎 正 雄

美葉牛 道 下 浩 桜岡 谷 本 明 三谷 堂 前 和 雄

古作 牧 野 喜 美 雄 和 小 野 敏 　【任期】
　　平成３１年１月１日
　　～平成３１年１２月３１日共栄 川 田 孝 和東町 岩 本 利 男
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■募集職種　事務職（役場、学校）

   募 集 人 員    若干名

   臨時任用期間    平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

   勤 務 時 間    正規職員の勤務時間に準ずる

   賃　　　　金    日額６，５００円～

   各 種 保 険    雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   応 募 資 格    町内に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者

   募 集 期 間    平成３１年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法    履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　 『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　嘱託員（役場）

   募 集 人 員   １名

   臨時任用期間   平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

   勤 務 内 容   庁舎・すこやかセンター管理(冷暖房操作、除雪、草刈、庁舎まわり環境整備等)、

　　　　　　　　　公用車運転・管理

   勤 務 時 間   正規職員の勤務時間に準ずる

   賃　　　　金   月額１３８，７００円～

   各 種 保 険   雇用保険、健康保険、厚生年金保険適用

   応 募 資 格   町内 に住所を有し在住するもので、普通運転免許取得者、

　　　　　　　　　５５歳以上６５歳以下であること(Ｈ３１．４．１現在)

   募 集 期 間   平成３１年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法   履歴書（町指定様式）、健康診断書、運転免許証の写しを添えて、

　　　　　　　　　『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

■募集職種　介護職・看護職（特別養護老人ホーム永楽園）

   募 集 人 員  若干名

   臨時任用期間  平成３１年４月１日～平成３２年３月３１日

   勤 務 時 間  面接時に協議

   賃　　　　金  日額６，５００円～９，１００円

   各 種 保 険  面接時に協議

   応 募 資 格  町内に住所を有し在住するもの

   募 集 期 間  平成３１年２月１日から２月２０日まで

   応 募 方 法  履歴書（町指定様式）、健康診断書を『役場総務課庶務係』へ提出し申込み下さい。

　　　　　　　　（※介護職～ホームヘルパー等の資格を取得されている場合は、写しも添えて提出して下さい）

　　　　　　　　（※看護職～看護師・准看護師免許の写しも添えて提出して下さい）

町では、平成３１年度の臨時職員を下記により募集いたします。

臨時職員を募集

【書類提出先・問い合わせ先】　役場総務課　庶務係　℡３４－２１１１
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

２
月
19
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

農
業
後
継
者
に
対
す
る

結
婚
相
談
所
の
開
設

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る
結
婚
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

結
婚
に
関
す
る
ご
相
談
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
12
日 (

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

公
民
館　

第
一
研
修
室

担
当
相
談
員

　

水
谷 

茂
樹 

相
談
員(

美
葉
牛
）

　

出
口 

宜
伸 

相
談
員（
古
作
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

　

協
議
会

　
（
事
務
局:

産
業
課
農
業
担
い
手
係
）

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/3
（日）

深川市立病院
(担当医・吉田医院医師）

℡ 22-1101

北竜町立歯科診療所
℡ 34-2656

2/10
（日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
            院長　津田 尚也）

℡ 22-1101

新十津川パンダ歯科
℡ 0125-76-3202

2/11
（月）

深川市立病院
℡ 22-1101

渋谷歯科医院
℡ 0125-22-1737

2/17
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

山中歯科医院
℡ 0125-65-5554

2/24
（日）

深川市立病院
(担当医・代田 剛）

℡ 22-1101

とくだ歯科医院
℡ 0125-75-2056

3/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

フジタ歯科医院
℡ 0125-24-8211

休　日　当　番　医

ピカピカキッズ
　○日  時　2月15日（金）10:00～11:30

　　場  所　すこやかセンター

　　内  容　栄養講話「食事の量の目安について」

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

　○日  時　2月6日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　戸外「雪遊び」

　　持ち物　雪遊びができる服装

　○日  時　2月20日（水）10:00～11:30

　　場  所　すこやかセンター

　　内　容　ミニミニサーキッド

ちびっこひろば

よ
う
こ
そ
北
竜
へ

サンフラワーパーク北竜温泉

料理人 道
みちした

下 直
なおき

樹 さん

　

１
月
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
北
竜
温
泉
に
て
働
か
れ
て
い
る
、

道
下
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

藤
谷
委
員
・
中
村
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

藤
井
委
員



13 平成３１年２月号

２月の保健行事
すこやかセンター親子自由開放

 ７日(木) 10:00～16:00

　　　　  すこやかセンター

にこにこベビーズ

 ８日(金) 10:00～12:00

　　　　  すこやかセンター

ヘルシー講座

 18日(月) 10:00～13:00

　　　　  すこやかセンター

健康相談

 27日(水) 10:00～11:00

　　　　  すこやかセンター

　　　　  13:30～14:30

　　　　  碧水地域支え合いセンター

北
方
領
土
署
名
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
の
早

期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ

た
る
悲
願
で
あ
り
ま
す
。

　

日
露
関
係
に
お
い
て
最
大
の
懸

念
で
あ
る
北
方
領
土
問
題
解
決
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
日
露
両
国
間
で

は
精
力
的
な
外
交
交
渉
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
60
年

以
上
が
経
過
し
た
現
在
な
お
、
北

方
領
土
返
還
へ
の
具
体
的
な
道
筋

は
見
え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
国
の
外
交
交
渉
を
積

極
的
に
後
押
し
し
、
さ
ら
に
道
民

世
論
の
結
集
・
高
揚
を
図
る
た
め
、

２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
た

１
ヶ
月
間
（
１
月
21
日
～
２
月
20

日
）
を
特
別
啓
発
期
間
と
し
て
、

全
国
的
な
運
動
が
実
施
さ
れ
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
も
署
名
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

署
名
用
紙
は
、
役
場
、
公
民
館
、

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
署
名
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

通
年

試
験
期
日

　

３
月
３
日(

日)

・
４
日(

月)

の

い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

※
自
衛
隊
幹
部
候
補
生(

一
般)

の

募
集
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
４
・
５
６
１
７

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
職
員
募
集

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
事
務

局
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

募
集
人
員　

事
務
職
員
１
名

　
　
　
　
　

介
護
職
員
１
名

採
用
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日(

月)

勤
務
時
間

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

給
与

　

月
額
１
４
８
，
６
０
０
円
～

　

(

通
勤
手
当
・
賞
与
等
あ
り
）

各
種
保
険

　

雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、

　

厚
生
年
金
保
険
適
用

応
募
資
格

　

有
資
格
者

　

普
通
運
転
免
許
取
得
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
在
住
す
る
者

応
募
期
間　

２
月
22
日(

金)

ま
で

応
募
方
法

　

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、
運
転

免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
３
４
・
２
４
３
５

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー

缶
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー

缶
を
ご
み
と
し
て
出
す
際
は
必
ず

中
身
を
出
し
切
っ
た
う
え
で
、
穴

を
あ
け
ず
に
「
燃
え
な
い
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ガ
ス
抜
き
を
す
る
際
は
必
ず
屋
外

の
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　８３７世帯(±０)

 人口 １, ８６７人(＋３)

　男　　　８９０人(－２)

　女　　　９７７人(＋５)
（外国人含）
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生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

札
幌
市  

尾
留
川 

晴
好  

様

　
　

和　
　

  

髙
橋   

康
詞  

様

　
　

帯
広
市  

大
西   

洋    

様

　
　

西
川    

善
岡   

浩
樹  

様

寄
付

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

和      (

有)

ヤ
マ
ダ   

様

　

北
竜
町
高
齢
者
事
業
団
へ

　

  

帯
広
市  

大
西   

洋    

様

　

永
楽
園
へ

　
　

和　
　

  

髙
橋   

康
詞  

様

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

和
本
町　

 

内
田  

圭
亮    

さ
ん

和
本
町　

 

島
影　

奈
保
子  

さ
ん

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和
本
町   

西
野　

新に
い
な菜  

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

 　

   

（
12
月
29
日
）

　
　
　

  

友
也
さ
ん
・
茉
奈
未
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和　
　
　

髙
橋 

潤
一
郎 

氏 

95
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
12
月
14
日
）

和
本
町　

尾
留
川 

真
勝 

氏 

68
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
12
月
19
日
）

碧
水　
　

大
西 

久
之   

氏 

91
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
12
月
30
日
）

西
川　
　

善
岡 

久
雄   

氏 

80
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
１
月
６
日
）

北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

空き巣
車上
狙い

その他 合計

平成30年 ０ ０ １ ０ ０ １

平成29年 ０ ０ ０ ２ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

平成30年 １ 平成30年 55

平成29年 ０ 平成29年 61

平成30年 ０

平成29年 ２

初
東
風
や
昭
和
平
成
く
ぐ
り
抜
け  

　
　
　
　 

山
本
玲
子

静
け
さ
と
い
う
響
き
あ
り
寒
月
光
　
　
　
　
　 

阿
部
れ
い
子

雪
吊
の
Ｓ
Ｍ
Ｌ
の
ベ
レ
ー
帽
　
　
　
　  

　
　 

吉
尾
広
子

上
り
に
は
遠
き
双
六
胸
奥
に
　  

　
　
　
　
　 

山
岸
正
俊

住
み
な
れ
し
土
地
に
一
生
六
花
　
　
　
　
　
　 

山
下
好
晴

撫
肩
の
山
が
腕
組
む
深
雪
晴  

　
　
　
　
　
　 

佐
光
久
美
子

初
空
や
暑
寒
の
峰
も
よ
き
か
た
ち
　         

杉
本
隆
文

雪
掻
の
朝
老
い
に
は
こ
た
え
ま
す
　  

　
　
　 

高
田
紀
子

●
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　

冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ

る
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況

を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を

　

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

正
面
衝
突
の
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●「
急
」の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
・
急
加
速
・
急
ハ
ン
ド

ル
・
急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」

の
つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に

つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

冬
道
に
お
け
る

　
　
　
交
通
事
故
の
防
止

「
冬
の
恋
畑
物
語
」
～

農
業
男
子
と
の
交
流
会
開
催

　

地
域
社
会
や
地
域
農
業
を
支
え

る
農
業
男
子
と
親
交
を
深
め
た
い

独
身
女
性
を
対
象
に
、
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

3
月
16
日(

土)

～

　
　
　

17
日(

日) (

１
泊
２
日
）

場
所　

深
川
市
内

対
象　

結
婚
相
手
を
真
剣
に
探
し

て
い
る
20
歳
～
お
お
む
ね
40
歳
の

独
身
女
性

定
員　

８
人

　
　

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

鍋
・
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
、

　
　

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど

参
加
料　

１
，０
０
０
円（
食
事
代
）

※
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
か
ら
深
川
駅

ま
で
の
交
通
費
は
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
い
糸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.cupid.jp.net

）

か
ら
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

3
月
6
日(

水)

ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

℡
０
１
２
６
・
５
１
・
４
４
８
８

（
主
催　

き
た
そ
ら
ち
農
協
農
業

振
興
部
）
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「北空知衛生センター組合」と
　   「北空知葬斎組合」が統合します

　北空知１市３町（深川市、妹背牛町、秩父別町、

北竜町）で火葬業務を行っている「北空知葬斎組合」

は、平成３１年３月３１日をもって一部事務組合を解

散し、４月から北空知衛生センター組合（深川市、妹

背牛町、秩父別町、北竜町、沼田町、幌加内町）と組

織を統合することとなりました。

　また、組織統合を機に、火葬業務に沼田町が新たに

加わり、今まで以上に効率的な組合運営を目指します。

　なお、４月からは北空知葬斎場の使用申込先が変更

になりますのでご留意ください。

葬斎場予約専用電話（北空知衛生センター組合内）：℡２２－８８９９
※夜間及び休日は深川市役所当直室に転送されます

平成３１年
４月から

平成３０年分の所得税の確定申告の受付が２月１８日（月）から始まります。

～ 申告書は自分で作成してお早めに ～

平成３０年分　確定申告

　確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引き」などを参考に作成し、お早めに提出

して下さい。

　また、確定申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コーナー」

より簡単に作成することができます。作成した確定申告書は、そのままｅ－Ｔａｘで送信提出する

ことができます。

　税務署の申告会場にお越しの際には、「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑、マ

イナンバーカード等の本人確認書類（下記参照）を持参願います。（前年、税務署などの申告会場で

パソコンを利用して申告された方で、「確定申告のお知らせ」が届いている方は、そのお知らせも持

参して下さい。）

　なお、税務署の閉庁日（土・日・祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、

ご注意下さい。

１．マイナンバーが確認できるものとして①と②のどちらか

　　 ①マイナンバーカード若しくはマイナンバー通知カード

　　 ②マイナンバーが記載された住民票の写し

２．運転免許証、公的医療保険の被保険者証等の身分証明書

　　〈 受付期限 〉

　　　　　所得税及び復興特別所得税　　　　　　３月１５日（金）まで

　　　　　消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ４月１日（月）まで

本人確認書類とは

【問い合わせ先】　深川税務署　℡２３－２１９１
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　平成３０年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

４９３，２７０円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力くだ

さいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２５日に民生委員のご協力をいた

だき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様方のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございました

ご芳名 募金額 ご芳名 募金額 ご芳名 募金額

各町内会 １８７，７５０ 北竜町人権擁護委員 ３，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 北竜ライオンズクラブ ２５，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 １０，０００

北竜町三役 １８，０００ 福士村 １０，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

北竜土地改良区役員 ９，０００ ダチョウクラブ １０，０００ ＪＡきたそらち北竜支所
職員親睦会 ５，０００

北竜町農民協議会 ５，０００ 福祉センター ６６６ ＪＡきたそらち北竜支所
青年部 ５，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 真竜小学校児童会・教師 ４，５８４ ＪＡきたそらち北竜支所
女性部 ５，０００

北竜町教育委員 ４，０００ 北竜中学校生徒会・教師 １３，６１２ ひまわりダンス同好会 １４，９４４

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ６５，２１４

北竜町農業委員 ５，０００ 北竜土地改良区親交会 ５，０００
合計 ４９３，２７０

北竜町保護司 ３，０００ 北竜町商工会互助会 ２，０００

（単位：円）

真竜小学校児童会・教師から

12/14 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水） 12/14 北竜町日赤奉仕団街頭募金（和）

北竜中学校生徒会・教師から



17 平成３１年２月号

 ●大人の風疹ワクチン接種費用の助成について　　　

　■対象者　北竜町に住所を有する１９歳以上５０歳未満の方で、次の要件にあてはまる方

　　１）妊娠を予定または希望している既婚女性、またはその配偶者　　２）妊娠している女性の配偶者

　■助成内容

　　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日に接種した風疹単抗体ワクチンもしくは、

　　麻疹・風疹混合ワクチン１回分の費用の全額を助成します。

　■手続きの方法

　　○医療機関でワクチンを接種した後、以下のものを持って役場保健指導係（すこやかセンター窓口）

　　　へお越し下さい。

　　　①医療機関が発行した風疹ワクチン予防接種の領収書

　　　②銀行口座番号（きたそらち農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行口座）

　　　③印鑑

　　○窓口で申請書類を記載し、提出していただいた後にご指定の口座に助成金を振り込ませて頂きます。

 ●高齢者肺炎球菌ワクチンの定期予防接種について【定期】

　■対象者　６５歳以上の方は、１人１回、定期接種の対象となる機会があります。

　　今年度（平成３１年３月３１日まで）の定期接種の対象者は、以下の方々です。

　　　65歳：昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ　　70歳：昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ

　　　75歳：昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ　　80歳：昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ

　　　85歳：昭和8年4月2日～昭和9年4月1日生まれ　　  90歳：昭和3年4月2日～昭和4年4月1日生まれ

　　　95歳：大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ　  100歳：大正7年4月2日～大正8年4月1日生まれ

　　※上記の生年月日に該当する方で、今まで肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けたことがない方に限ります。

　　※接種時点で６０～６４歳で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫

　　　の機能に障害を有する病気で、障害者手帳１級の方も対象になります。

　■接種料金　　４，０００円

　■接種できる医療機関

  　北竜町立診療所・深川市立病院・深川内科クリニック・たかはし内科消化器内科・成田医院・深川第一病院

　　児島医院・北海道中央病院・沼田厚生クリニック・深川市立多度志診療所・秩父別町立診療所

 ●高齢者肺炎球菌予防接種助成について【任意】

　■対象者　北竜町在住の６６歳以上の高齢者。

　　　　　　※ただし、３０年度の定期予防接種の対象者、及び既に肺炎球菌ワクチンを受けた方は対象から除きます。

　■助成内容

　　　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日に接種した肺炎球菌ワクチン１回分に対し、

　　３，０００円の定額助成を行います。

　■手続きの方法

　　　接種終了後、以下のものを持って役場保健指導係（すこやかセンター窓口）へお越し下さい。

　　　　① 医療機関が発行した予防接種領収書

　　　　② 銀行口座番号（きたそらち農協口座、北空知信金口座、またはゆうちょ銀行口座）

　　　　③ 印鑑

　■予防接種の分類

　　　接種を受ける本人の自由意志による、「任意の予防接種」です。健康状態をよく確認し、かかりつけ

　　医師と相談した上で接種を受けてください。

【問い合わせ先】　　役場保健指導係　℡３４－２１１１

忘れていませんか？予防接種
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違反対象物公表制度の
　　　　　運用開始について

　深川地区消防組合火災予防条例の一部が改正され、建物を利用しようとする方がその建物の危険

性に関する情報を入手し、建物利用の判断ができるよう、消防機関が把握した「重大な消防法令違反」

をホームページで公表する制度が開始されます。

●条例改正内容 ： 深川地区消防組合火災予防条例第６７条 

　　　　　　　　【防火対象物の消防用設備等の状況の公表】 を追記

●運用開始日　：平成３１年４月１日から

　集会場・飲食店・宿泊施設などの不特定多数の方が利用する建物や、病院・社会福祉施設等の避

難が困難な方が利用する建物です。

はじめに

公表までの流れ

北竜町内の違反防火対象物

さいごに

公表の対象となる建物

公表の対象となる重大な消防法令違反

平成３１年１月３１日現在、北竜町内で公表の対象となる違反防火対象物はありません。

詳しくは、北竜消防ホームページで掲載していますので、参考にして下さい。

http://www.town.hokuryu.hokkaido.jp/shobo/main.html

・ 屋内消火栓設備

・ スプリンクラー設備

・ 自動火災報知設備

次の３つの消防用設備が完全に未設置の場合、重大な消防法令違反となり公表の対象となります。

北竜消防

より

立入検査結果を通知した日から１４日経過した日において、違反が改善されていなかった場合

関係者に公表の事前通知

立入検査結果の通知（重大な消防法令違反あり！）

立入検査の実施➡
➡

➡
➡

北竜消防ホームページで公表
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【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

■お弁当・オードブル等の配達を承ります。

■町民宿泊プラン（一泊二食付）

　　￥５，０００で北竜温泉を楽しもう！

問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららなどが落ちて、歩行者がケガをしたり、

死亡したりする事故が起こっています。

　冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意をお願いします。

●屋根の雪や氷、つららなどが道路に落ちる構造の建物には、事故を防ぐ

ため、丈夫な雪止めなどを付けるようにしてください。

●雪止めが付いていても、強さが足りなかったり、針金などの錆や老朽化

による破損が原因で落ちることもあるので、必ず点検して、悪いところは

修繕してください。

●屋根の雪や氷、つららなどは気温がマイナス３度からプラス３度程度の

ときに落ちやすくなります。 歩行者や遊んでいる子供たちに注意して、早

めに雪や氷、つららなどを落としてください。

●ビルの壁、窓枠、突出看板等から落ちる雪や氷は少量でも危険です。付

着した雪や氷は、こまめに取り除くようにしてください。また、雪などを

除去する際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

●雪や氷が落ちるおそれのある軒下などを通行している歩行者には、十分注意を促すようにしてく

ださい。軒下では子供たちを絶対遊ばせないように注意してください。

●屋根から雪が落ちた時は、直ちに人が巻き込まれていないか確かめると共に、速やかに落ちた雪

を処理してください。

●歩行者や車の通行の支障となりますので、屋根から落ちた雪や敷地内の雪は絶対に道路に出さな

いでください。

屋根から落ちる
雪や氷の事故防止について
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北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　２月６日(水)、２７日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市にお

いて介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中

は診察を行っています。

　

雪
は
全
体
的
に
は
少
な
い
よ
う

で
す
が
、
除
雪
の
苦
労
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
ね
。
ご
苦
労
様
で
す
。

　

僕
は
相
変
わ
ら
ず
マ
マ
さ
ん
ダ

ン
プ
で
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。
運

動
と
し
て
は
非
常
に
良
い
で
す
。

膝
や
腰
、
肩
や
肘
に
負
担
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
に
作
業
姿
勢
に
気
を

つ
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ん
が
！

今
年
は
親
指
の
付
け
根
を
左
右
共

に
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ポ

ー
タ
ー
で
保
護
し
て
い
ま
す
が
、

皆
様
も
体
（
の
各
所
）
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

　

体
を
痛
め
て
し
ま
う
の
も
嫌
で

大
変
で
す
が
、
マ
マ
さ
ん
ダ
ン
プ

の
弱
点
は
除
雪
面
積
が
徐
々
に
広

く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
僕
の

場
合
は
除
雪
範
囲
の
影
響
で
数
本

の
排
雪
路
が
必
要
で
す
。
ご
存
知

で
し
ょ
う
が
、
排
雪
路
は
徐
々
に

長
く
広
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
も
除
雪
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
し
て
大
概
坂
道
で
す
。

面
積
と
労
力
が
何
割
増
し
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
体
力
も
気
力
も
鍛

え
て
く
れ
る
除
雪
で
す
。
あ
と
何

回
耐
え
忍
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

耐
え
忍
ぶ
と
い
え
ば
、
体
の
変

調
不
調
を
、
耐
え
忍
ぶ
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ど
ん
ど
ん
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

治
療
改
善
で
き
る
も
の
は
迅
速
に

対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
検
査

が
必
要
な
も
の
は
行
い
、
外
部
依

頼
が
必
要
な
時
は
依
頼
書
を
作
成

し
ま
す
。

　

ん
が
！

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、
ご
自
分
で

気
に
な
っ
た
こ
と
が
す
べ
て
病
気

か
と
言
え
ば
そ
う
で
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

何
ら
か
の
症
状
が
出
て
き
た
と

し
ま
す
。
御
自
分
で
も
判
断
が
つ

か
ず
原
因
も
不
明
で
す
。
心
配
に

な
り
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
す
。

診
察
や
検
査
を
受
け
て
も
診
断
が

つ
か
な
い
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
場
合
、
第
一
の
可
能
性
は

疾
患
を
診
断
で
き
て
い
な
い
時
。

見
方
考
え
方
を
変
え
て
再
考
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
の
可
能
性
は
何
ら
か
の
症
状

は
あ
る
が
有
意
な
症
状
で
な
く
疾

患
と
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ん
？
先
生
よ
、
第
二
の
可
能
性

は
ど
う
い
う
事
さ
？
意
味
不
明
。

　

ハ
イ
。
例
え
ば
よ
く
患
者
さ
ん

が
訴
え
ら
れ
る
の
が
「
コ
ワ
い
」

で
す
。
余
談
で
す
が
「
コ
ワ
い
」

は
北
海
道
弁
で
全
国
で
は
通
用
し

ま
せ
ん
よ
。「
コ
ワ
い
」
は
お
化

け
（
も
し
く
は
奥
さ
ん
）
が
怖
い

の
意
味
で
す
。

　

道
産
子
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
「
倦

怠
感
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
と

僕
は
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

倦
怠
感
が
曲
者
で
す
。
確
か
に
倦

怠
感
を
来
す
疾
患
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
倦
怠
感
が
あ
れ
ば
す

べ
て
病
気
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
者
に
な

る
と
疲
れ
と
い
う
よ
り
や
る
気
の

出
な
い
（
意
欲
の
低
下
）
の
「
コ

ワ
い
」
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
内
科
疾
患
の
可
能
性
は
低

く
な
り
ま
す
。
対
処
方
法
は
個
別

で
異
な
っ
て
き
ま
す
が
対
処
し
ま

す
。

お
年
寄
り
で
な
く
て
も
、
ふ
と
体

の
不
安
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
。

ま
あ
そ
ん
な
時
は
ご
相
談
下
さ
い
。

　

病
気
で
あ
れ
、
そ
う
で
な
く
て

も
不
安
を
取
り
除
く
の
が
僕
ら
の

仕
事
で
す
か
ら
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２４６

すべて病気と
思うなかれ
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

2/1 （金）洋裁教室 公民館 9:30～

2/8 （金）洋裁教室 公民館 9:30～

2/14（木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

2/20（水）真竜小学校低学年参観日 真竜小学校 13:25～

2/21（木）
真竜小学校高学年参観日 真竜小学校 13:25～

生きがいセミナー「カラオケ教室」 公民館 13:30～

2/23（土）
子どもと高齢者のふれあい事業
[元気に外で雪遊び・閉講式]

公民館 9:30～

2/25（月）スポーツ教室 改善センター 18:00～

生涯学習カレンダー

図書館から新刊のお知らせ

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月4・11・18・25日 ／ 3月4日（毎週月曜日）

火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

　１２月６日、江別市よりプロマジシャンのアッキー

氏をお招きし、「マジシャンという職業を選んでわ

かったこと」と題した講演会とマジックショーを実

施しました。

　講演の前半に披露していただいたマジックショー

では、プロならではの技でカードの予言をするマジッ

クや、机を宙に浮き上がらせるマジックなど、間近で

見ていても仕掛けがわからないようなマジックに学生

達からは大きな歓声が上がっていました。後半にはマ

ジシャンとしての経歴や、なぜマジシャンになろうと

思ったのか、人前でショーをやるようになって分かっ

たことなどを講演いただきました。

　最後には、学生から出た質問に答え、簡単な種明

かしなどもしていただき、盛会のうちに終了となり

ました。

ひまわり大学１２月講座を開催

　１２月２６日～２８日の２泊３日、深川市のネイ

パル深川において、北空知の１市４町と雨竜町の中

学生を対象に「平成３０年度北空知シニアリーダー

研修会」を実施しました。

　今回、北竜中学校からは２名の生徒が参加し他市

町の生徒と様々なプログラムを通して交流を深めま

した。また、３月には中学生が指導者となり、小学

生を指導していくためのステップアップ研修会も予

定されているため、今回の研修で学んだことを活かし、

北空知のリーダーとして小学生を引っ張っていく自

覚も芽生えていました。

平成３０年度北空知シニアリーダー研修会を実施

　１月４～５日、町営スキー場において、保育所の

年長組と小学校１年生を対象とした「初心者スキー

教室」を実施しました。

　この教室は北竜町スキー指導員会のご協力により

開催され、１７名の参加者は歩き方やボーゲン、ロー

プリフトの乗り方などを教わりました。

　最初はなかなかうまく滑れずに苦戦する子どもも

いましたが、指導員の熱心な指導のおかげで、みる

みるうちに上達していき、二日目には多くの子ども

たちがロープリフトに乗ることができ、上手に滑れ

るようになりました。

　２日間を通して、子ども達のたくさんの笑顔も見

られ、充実したスキー教室となりました。

初心者スキー教室を実施

・昨日がなければ明日もない　　　　　　   宮部 みゆき

・鬼のうで                               赤羽 末吉

・本と鍵の季節                           米澤 穂信

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。



　１月５日公民館にて、新成人男性９名、

女性１５名を迎え平成３１年北竜町成人

式が開催されました。

　式典では本多教育長の式辞に続き、佐

野町長、佐々木議会議長からの激励と祝

いの言葉が新成人達に贈られ、また成人

を代表し、板谷町内会の渡辺知宏さんと

西川町内会の善岡玲衣奈さんから“成人

としての自覚を深め、おのおのに与えら

れた分野に情熱をもって邁進し、平和で

明るい社会の発展に寄与する”との誓い

の言葉が述べられました。

　式典後の交流会では、駆け付けた小中

学校時代の恩師の先生方や、久しぶりに

再会した同級生らと思い出話に花を咲か

せ、また新成人による太鼓演奏が披露さ

れるなど、笑顔あふれる賑やかな成人式

となりました。
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有馬武志さん

髙田百々香さん

数馬佳乃さん

藤信里奈さん

江口絢香さん

髙橋結さん

木谷友香さん

松田桃花さん

岡崎大河さん

西山翔太さん

工藤静香さん

米田華澄さん

黄倉ゆきのさん

新井田拓弥さん

清原萌さん

善岡玲衣奈さん

岡部留依さん

平林智宏さん

川島一希さん

渡辺知宏さん

浅野智晴さん

佐藤ひかりさん

垣野惟織さん

深津将弘さん


